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受
章

◆
瑞
宝
単
光
章

　

藤
井
敏
雄
さ
ん
（
東
屋
代
）

　
（
危
険
業
務
従
事
者
）

◆
瑞
宝
双
光
章

　

岡
村
辛
一
さ
ん
（
小
松
）

　
（
危
険
業
務
従
事
者
）

（
平
成
20
年
３
月
１
日
付
け
・
敬
称

略
）

◆
大
島
地
区
【
住
所
（
担
当
地
区
）】

岩
本
敏
朗
【
寺
家
（
寺
家
、
東
畑
、

西
畑
）】

今
西
一
實
【
中
片
山
（
上
片
山
、
中

片
山
、
下
片
山
）】

岡
原
紀
子
【
石
小
田
（
石
小
田
、
先

小
田
）】

楠　

満
惠
【
北
二
中
（
北
二
西
、
北

二
中
、
北
二
東
）】

武
末
貞
夫
【
沖
石
（
沖
石
、
北
石
、

宮
の
下
）】

中
元
次
男
【
小
松
中
田
（
小
松
中
田
、

手
崎
）】

鎌
田
長
明
【
皆
地
（
立
石
、
皆
地
）】

◆
主
任
児
童
委
員

柳
澤
裕
実
【
小
山
田
南
（
大
島
地
区

全
域
）】

（
任
期
：
平
成
22
年
11
月
末
ま
で
）

　

安
下
庄
地
区
公
共
下
水
道
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
さ
ら
に
使
用

で
き
る
区
域
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。（
使
用
で
き
る
区
域
は
、
図
の
と

お
り
で
す
。）
供
用
開
始
区
域
図
の
縦
覧
を
役
場
・
上
下
水
道
課
お

よ
び
橘
総
合
支
所
の
窓
口
で
、
３
月
17
日
か
ら
２
週
間
行
い
ま
す
。

○
沖
浦
東
（
家
房
・
出
井
）
地
区

お
よ
び
津
海
木
地
区
の
下
水
道
の

供
用
開
始
に
つ
い
て

　

農
業
集
落
排
水
は
、
農
業
用
用

排
水
の
水
質
保
全
お
よ
び
生
活
環

境
の
改
善
を
図
り
、
併
せ
て
、
公

共
用
水
域
の
水
質
保
全
に
寄
与
す

る
た
め
、
集
落
内
に
お
け
る
し
尿

や
生
活
雑
排
水
な
ど
の
汚
水
を
処

理
す
る
施
設
の
整
備
を
行
い
ま

す
。

　

家
房
、
出
井
お
よ
び
津
海
木
地

区
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
下
水

道
管
等
の
整
備
に
着
手
し
、
皆
さ

ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
全
て
の

工
事
が
完
成
し
、
３
月
31
日
か
ら

下
水
道
の
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

下
水
道
が
使
用
で
き
る
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

す
み
や
か
な
排
水
設
備
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。
生
活
雑
排
水

な
ど
の
汚
水
が
、
川
や
海
に
流
れ
込
ま
な
く
な
る
と
、
自
然
環
境

が
向
上
し
、
住
宅
内
の
衛
生
環
境
が
よ
く
な
り
ま
す
。

安下庄地区公共下水道の供用区域拡大について

■
問
い
合
わ
せ
／
上
下
水
道
課

☎
７
９
‐
１
０
１
１

沖浦東地区浄化センター（出井）

新
し
い
周
防
大
島
町
民
生
委
員
児

童
委
員
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。

古い電話帳の回収に
ご協力を

　ＮＴＴでは、地球にやさし
い取り組みとして、新しい電
話帳をお届けする際に古い電
話帳を回収させていただき、
それを新しい電話帳の原材料
とする「電話帳クローズド
ループリサイクル」を行って
います。
　３月に新しい電話帳をお届
けした際に、配達員に古い電
話帳をお渡しください。配達
した際にご不在の場合は改め
て回収に伺いますのでタウ
ンページセンタ（０１２０‐
５０６‐３０９）までご連絡
ください。


